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質学鉱物学教室では 1951 年に Worden 型重力計を購入している。その後 1979 年に LaCoste D 型重

























































































図４ 日本海拡大モデルとその年代測定結果。  





磁気方向とフィッショントラック年代を検討した結果、中新世（約 15 Ma 頃）日本海の脊孤盆が拡
大し、その結果日本列島の折れ曲がりが起きたことを報告している。図４に彼等の提唱した日本海
拡大モデルおよびその年代測定結果を示す。 

































Matuyama Rocks という地名が 1982 年に贈られている。この研究は松山教授の後継教授、熊谷直一
および伊藤博文（大阪府立大学）らによる 30 数年に亘る岩石流動実験につながった（熊谷 1991）。
その他、松山教授は中村新太郎教授とともに丹後地震、北丹後地震の調査をされ、長さ 18 km 、水
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